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は
日
本
の
歴

史
・
地
理
・
文

化
・
一
般
常
識

で
あ
り
、
中
国

語
通
訳
に
関
し

て
は
２
年
余
り

の
独
学
で
マ
ス

タ
ー
し
た
。
い

く
ら
北
京
語
が

達
者
で
も
、
肝

心
の
日
本
の
歴

史
・
文
化
に
明

る
く
な
く
て
は

心
の
こ
も
っ
た

ツ
ア
ー
案
内
は

で
き
な
い
だ
ろ

う
。

　

資
格
を
取
得
し
て
か

ら
、
中
国
人
ツ
ア
ー
客
の

観
光
案
内
を
ス
タ
ー
ト
し

た
。
現
在
ま
で
キ
ャ
リ
ア

は
８
年
ほ
ど
に
な
る
。
業

務
は
旅
行
会
社
の
手
配
に

よ
る
も
の
が
60
％
を
超
え

る
。
他
に
は
個
人
リ
ピ
ー

タ
ー
客
対
応
で
あ
っ
た
り
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る

オ
ー
ダ
ー
も
受
け
て
い
る
。

　

役
者
修
業
は
伊
勢
の

「
戦
国
村
」、
テ
ー
マ
パ
ー

ク
内
の
シ
ア
タ
ー
で
あ

り
、
千
葉
真
一
設
立
の
Ｊ

Ａ
Ｃ
に
て
６
カ
月
間
の
養

成
訓
練
を
受
け
た
。
戦
国

村
に
お
け
る
ス
テ
ー
ジ
出

演
歴
は
３
年
ほ
ど
だ
。
舞

台
経
験
は
小
林
幸
子
さ
ん

の
ス
テ
ー
ジ
に
時
代
劇
の

カ
ラ
ミ
で
出
演
し
た
。

　

昨
年
11
月
３
日
文
化
の

日
、
絶
好
の
秋
晴
れ
の
も

と
、
大
阪
城
天
守
閣
前
本

丸
広
場
に
て
立
体
講
談

「
西
南
戦
争
〜
城
山
の
決

戦
」
が
華
々
し
く
演
じ
ら

れ
た
。
旭
堂
南
陵
さ
ん
、

元
Ｏ
Ｓ
Ｋ
桜
花
昇
ぼ
る
さ

ん
、
東
西
屋
さ
ん
の
皆
さ

ん
に
よ
る
歴
史
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
が
ス
テ
ー
ジ
狭
し

と
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。

　

勝
呂
さ
ん
は
西
郷
隆
盛

に
ま
つ
わ
る
様
々
な
人
物

を
、
キ
レ
の
よ
い
早
変
わ

り
で
演
じ
て
い
た
。
講
談

を
活
か
す
た
め
に
台
詞
な

し
の
パ
ン
ト
マ
イ
ム
だ
っ

た
が
、
南
陵
さ
ん
の
名
調

子
と
相
ま
っ
て
迫
力
の
あ

る
舞
台
だ
っ
た
。

　

最
後
に
勝
呂
さ
ん
の
信

条
を
聞
く
と
、 「
仕
事
の
対

象
を
楽
し
み
、
愛
し
て
そ

の
感
動
を
伝
え
た
い
。
常

に
笑
顔
で
、
全
て
に
感
謝

の
気
持
ち
を
持
っ
て
」 と
。

　

ま
た
、
将
来
の
計
画
を

聞
く
と
、「
訪
日
観
光
文

化
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
に
努

め
た
い
。
通
訳
案
内
士
の

集
団
を
立
ち
上

げ
、
日
本
の
観

光
資
源
に
育
て

上
げ
た
い
」
と
語
っ
た
。

　

気
宇
壮
大
な
夢
で
は
な

い
。
中
国
語
通
訳
士
と
し

て
着
実
に
計
画
を
進
め
て

い
く
こ
と
だ
ろ
う
。
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と
あ
る
日
、
自
宅
の
最
寄

り
駅
を
降
り
る
と
、
雨
が

降
っ
て
い
た
。
生
憎
、
傘
は

持
ち
合
わ
せ
て
い
な
い
。
困
っ
た
。
だ
が
、
焦
る
必

要
は
な
い
。
携
帯
し
て
い
る
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
操

作
し
て
、
完
全
自
動
運
転
の
愛
車
を
呼
び
出
す
。
す

る
と
、10
分
も
待
た
な
い
間
に
迎
え
に
来
て
く
れ
る
。

　

自
宅
に
近
づ
く
と
、自
宅
の
照
明
が
自
動
で
点
灯
し
、

エ
ア
コ
ン
も
作
動
し
て
、
帰
宅
を
待
っ
て
く
れ
る
。
施

錠
も
自
動
で
解
除
さ
れ
、
鍵
を
探
す
必
要
も
な
い
。
テ

レ
ビ
の
ス
イ
ッ
チ
が
自
動
で
入
り
、
お
気
に
入
り
の

ニ
ュ
ー
ス
番
組
が
画
面
に
映
し
出
さ
れ
る
。

　

モ
ノ
と
モ
ノ
と
が
繋
が
る
Ｉ
ｏ
Ｔ
が
わ
れ
わ
れ
の

生
活
を
一
変
し
て
く
れ
る
。
生
活
の
利
便
性
は
飛
躍

的
に
向
上
、
生
活
の
質
が
大
幅
に
改
善
す
る
。
仕
事

の
一
部
は
自
宅
で
こ
な
し
、
裁
量
労
働
制
の
余
地
が

格
段
に
広
が
る
。

　

２
０
１
８
年
は
世
界
の
政
治
も
経
済
も
大
混
乱
を

極
め
た
が
、
２
０
１
９
年
も
ま
た
混
迷
状
態
が
継
続

し
そ
う
で
あ
る
。
戦
後
最
長
の
景
気
拡
大
局
面
は
主

要
国
の
中
央
銀
行
が
金
融
引
き
締
め
へ
と
舵
を
切
る

こ
と
で
、
終
幕
を
迎
え
る
こ
と
に
な
る
。
今
年
10
月

に
消
費
増
税
が
予
定
さ
れ
て
い
る
日
本
経
済
は
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
目
前
に
、ゆ
っ

く
り
と
下
り
坂
に
差
し
か
か
る
。
景
況
感
は
上
昇
と

下
落
を
繰
り
返
す
。
今
、
わ
れ
わ
れ
が
直
視
す
べ
き

は
景
気
の
低
迷
は
回
避
で
き
な
い
と
い
う
現
実
で
あ

る
。

　

経
済
動
向
は
飛
行
機
の
離
発
着
に
似
る
。
前
輪
が

都
市
部
だ
と
す
れ
ば
、
後
輪
は
地
方
で
あ
る
。
離
陸

の
際
は
前
輪
、
す
な
わ
ち
都
市
部
か
ら
で
あ
る
が
、

着
陸
で
は
後
輪
、
す
な
わ
ち
地
方
か
ら
で
あ
る
。
地

方
経
済
を
観
察
す
れ
ば
、
景
気
の
転
換
を
先
読
み
で

き
る
。
足
元
で
は
地
方
銀
行
の
不
良
債
権
が
積
み
上

が
っ
て
き
た
。
後
継
者
不
足
で
企
業
の
閉
鎖
が
相
次

げ
ば
、
不
良
債
権
の
輪
は
際
限
な
く
、
広
が
っ
て
い

く
。

　

地
方
経
済
の
下
落
は
都
市
部
の
そ
れ
を
誘
発
す

る
。
外
に
目
を
向
け
る
と
、
米
国
と
中
国
が
ハ
イ
テ

ク
覇
権
を
め
ぐ
っ
て
火
花
を

散
ら
し
て
い
る
。
そ
の
悪
影

響
は
少
な
か
ら
ず
、
日
本
に

も
波
及
す
る
。

　

幸
い
、
大
阪
で
は
２
０
２
５
年
に
い
わ
ゆ
る
万
博

が
予
定
さ
れ
て
い
る
。
２
０
２
５
年
に
向
け
て
、
再

度
、
景
気
拡
大
が
実
現
す
れ
ば
、
大
阪
、
ひ
い
て
は

関
西
が
そ
の
牽
引
役
を
果
た
せ
る
。
Ｉ
ｏ
Ｔ
へ
の
取

り
組
み
が
そ
こ
に
活
力
を
注
入
す
る
。

　

当
面
は
リ
ス
ク
に
身
構
え
る
日
々
が
続
く
が
、
そ

れ
を
乗
り
越
え
た
そ
の
と
き
、
夢
を
現
実
に
転
換
で

き
る
。

か
れ
た
。
第

１
１
３
代
副

議
長
就
任
を

祝
う
め
で
た

い
会
に
支
援

者
ら
約
５
０

０
人
が
集
っ

た
。
野
田
義

和
東
大
阪
市

長
、
宗
清
皇

一
衆
議
院
議

員
も
駆
け
付
け
た
。

　

４
月
に
開
か
れ
る
統
一

地
方
選
挙
に
出
馬
す
る
固

い
意
志
を
熱
く
述
べ
た
西

野
府
議
に
会
場
は
湧
い

た
。

　

八
尾
市
倫
理
法
人
会
の
新
春
経
営
者
モ
ー
ニ
ン
グ

セ
ミ
ナ
ー
（
第
８
１
５
回
）
が
、
１
月
８
日
に
マ
ナ

ビ
ッ
ク
ス
Ｙ
Ａ
Ｏ
（
八
尾
市
本
町
２
）
で
開
か
れ
た
。

テ
ー
マ
は
「
書
き
初
め
＆
抱
負
発
表
会
」。
朝
６
時

半
か
ら
の
セ
ミ
ナ
ー
に
会
員
お
よ
び
ゲ
ス
ト
36
人
が

参
加
し
、
そ
れ
ぞ
れ
今
年
の
抱
負
を
込
め
た
漢
字
１

文
字
を
色
紙
に
書
い
た
。

　

同
会
会
員
で
ほ
っ
こ
り
書
家
の
中
山
聖
士
さ
ん

（
38
）
が
書
道
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
披
露
。
吊
る
さ

れ
た
等
身
大
の
和
紙
に
富
士
山
と
桜
の
絵
を
描
い
た

後
、そ
の
上
に
「
愛
」
の
１
文
字
を
大
き
く
書
い
た
。

明
朗
愛
和
（
明
朗
は
健
康
の
父
、愛
和
は
幸
福
の
母
）

の
１
字
だ
。
さ
ら
に
裏
へ
周
り
、
筆
を
ぐ
る
ぐ
る
回

す
と
、
朱
色
の
円
の
中
に
干
支
の
「
亥
」
が
浮
き
出

た
。
そ
の
瞬
間
、
会
場
に
は
大
き
な
ど
よ
め
き
が
広

が
っ
た
。

　

岡
巌
会
長
（
63
）
は
「
成
」
を
書
い
た
。
信
成
万

事
（
信
ず
れ
ば
成
り
、
憂
え
れ
ば
崩
れ
る
）
の
１
字

だ
。
顧
問
の
長
尾
た
か
し
衆
議
院
議
員（
56
）は「
和
」

を
書
き
、和
や
か
な
世
の
中
に
す
る
こ
と
を
誓
っ
た
。

　

八
尾
市
倫
理
法
人
会
へ
の
問
い
合
わ
せ
は
同
会
事

務
局
（
☎
０
６
―
６
７
６
４
―
１
９
５
６
）
へ
。

た
っ
て
腕
を
磨
い
た
。

　

開
業
は
２
０
１
２
年
11

月
10
日
。
今
年
で
足
か
け

７
年
目
を
迎
え
る
。
開

業
当
初
、 

永
井
さ
ん
は
友

人
・
知
人
に
声
を
掛
け
た

り
、
身
内
を
誘
っ
た
り
を

あ
え
て
し
な
か
っ
た
。
別

に
や
せ
我
慢
で
は
な
く
、

自
然
体
で
地
域
の
人
た
ち

に
愛
さ
れ
る
店
を
作
っ
て

い
こ
う
と
心
に
決
め
て
い

た
。

　

店
の
立
地
は
サ
ン
ロ
ー

ド
商
店
街
か
ら
多
少
外
れ

た
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
だ
が
、

隣
は
イ
ン
ド
人
が
経
営
す

る
カ
レ
ー
屋
さ
ん
だ
っ
た

り
、
ラ
ン
ド
リ
ー
も
あ
り

近
場
の
お
客
さ
ん
の
利
用

も
多
い
。

　

昼
時
は
主
婦
の
グ
ル
ー

プ
が
中
心
で
あ
り
、
隣
接

す
る
大
阪
府
立
枚
岡
樟
風

高
等
学
校
の
生
徒
た
ち
も

帰
り
が
け
に
寄
っ
て
く
れ

る
そ
う
だ
。

　

店
の
サ
イ
ズ
は
カ
ウ
ン

タ
ー
５
席
、
テ
ー
ブ
ル
16

席
で
あ
り
、
ア
ッ
ト
ホ
ー

ム
な
雰
囲
気
づ
く
り
に
努

め
て
い
る
。

　

メ
ニ
ュ
ー
は
１
０
０
種

類
超
、
ス
パ
ゲ
ッ
テ
ィ
・

カ
レ
ー
・
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
・

サ
ン
ド
イ
ッ
チ
等
々
。
特

に
肉
中
心
メ
ニ
ュ
ー
は
、

牛
す
じ
ご
飯
・
ロ
コ
モ
コ

丼
（
ハ
ン
バ
ー
グ
丼
）・

ス
テ
ー
キ
ガ
ー
リ
ッ
ク
ラ

イ
ス
が
人
気
が
あ
る
。
夕

刻
に
取
材
に
訪
れ
た
が
、

カ
ッ
プ
ル
や
お
ひ
と
り
様

の
女
性
、
生
徒
さ
ん
の
グ

ル
ー
プ
と
な
か
な
か
の
賑

わ
い
だ
っ
た
。

　

可
愛
ら
し
い
奥
さ
ん
と

二
人
三
脚
で
、
こ
れ
か
ら

も
美
味
し
い
料
理
と
雰
囲

気
を
提
供
し
て
欲
し
い
。
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八
尾
市
倫
理
法
人
会

大
阪
商
業
大
学
総
合
経
営
学
部
教
授

経
済
学
博
士 

中
津
孝
司

最
長
の
景
気
拡
大
が
下
り
坂
に

寒
中
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す

中
国
語
通
訳
士
に
し
て
役
者
稼
業

経営者モーニングセミナー終了後、記念撮影（前列右から５人目岡巌会長、長尾たかし顧問）

後列左から 3人目が勝呂崇史さん、右隣は旭堂南陵さん

店主の永井幸一朗さん

書を説明する中山聖士さん

ほっこり書家

中山聖士さ　
　ん

書道パフォーマンス

大阪府議会

西野しげる府議
第113代副議長に

2019・1・15

　

日
並
び
が
よ
い
今
年
。
皇
太
子
さ
ま
が

新
天
皇
に
即
位
さ
れ
る
５
月
１
日
は
今
年

だ
け
の
祝
日
と
な
る
こ
と
で
４
月
27
日
〜

５
月
６
日
ま
で
10
連
休
。
年
末
年
始
は
９

連
休
だ
。

　

９
月
20
日
〜
11
月
２
日
開
催
の
ラ
グ
ビ

ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
が
各
地
で
行
わ
れ
る
。
東
大

阪
市
・
花
園
ラ
グ
ビ
ー
場
で
は
、
９
月
22
日
の
イ

タ
リ
ア
Ｖ
Ｓ
ア
フ
リ
カ
地
区
代
表
の
対
戦
が
楽
し

み
だ
。　

　

旅
行
業
界
で
は

ラ
グ
ビ
ー
Ｗ
杯
の

影
響
を
含
め
て
今
年
の
外
国
人
訪
日
客
を
過
去
最

高
の
３
千
５
百
万
人
と
見
込
む
。
観
光
消
費
額
の

大
き
い
欧
・
米
・
豪
の
誘
致
が
決
め
手
だ
。
今
年
は

未
曽
有
の
旅
行
ブ
ー
ム
に
な
る
だ
ろ
う
。

　

大
河
ド
ラ
マ
「
西
郷
ど
ん
」
が
終
わ
っ
て
、
急

に
長
州
が
恋
し
く
な
り
「
明
治
維
新
１
５
０
年　

面
白
き
国
山
口
」
に
向
か
っ
た
。

　

10
年
ぶ
り
に
訪
ね
た
萩
方
面
だ
っ
た
が
、
変
わ

っ
た
も
の
や
新
し
い
も
の
を
見
た
。
萩
市
民
の
足

で
あ
る
１
０
０
円
バ
ス
は
市
役
所
起
点
に
30
分
間

隔
で
ル
ー
プ
運
行
さ
れ
、
観
光
客
に
も
優
し
い
。

　

長
門
市
で
は
米
国
Ｃ
Ｎ
Ｎ
が
「
日
本
で
最
も
美

し
い
場
所
」
に
選
ん
だ
「
元
乃
隅
神
社
」
が
新
し

い
人
気
ス
ポ
ッ
ト
だ
。

　

岩
肌
に
朱
色
の
鳥
居
１
２
３
本
が
連
な
る
景
観

は
確
か
に
絵
に
な
り
、
イ
ン
ス
タ
映
え
す
る
。
行

き
た
く
な
る
が
要
注
意
だ
。
山
陰
本
線
の
小
さ
な

無
人
駅
・
長
門
古
市
駅
前
か
ら
タ
ク
シ
ー
で
20
分
、

整
備
さ
れ
て
い
な
い
の
で
足
腰
が
弱
く
て
は
急
斜

面
の
歩
行
は
無
理

だ
ろ
う
。

　

旅
人
へ
の
お
も

て
な
し
は
土
着
で
泥
の
つ
い
た
ま
ま
が
よ
い
。
地

元
の
食
材
に
地
元
の
レ
シ
ピ
、
ス
パ
イ
ス
は
方
言

と
地
酒
、
つ
ま
り
地
産
地
消
だ
。
旅
で
人
の
情
を

知
る
。
情
緒
を
味
わ
う
こ
と
が
な
く
な
っ
た
現
在

こ
そ
旅
に
出
た
い
。

　

し
か
し
、
そ
の
た
め
に
は
お
伊
勢
参
り
が
江
戸

庶
民
の
旅
だ
っ
た
よ
う
に
健
脚
で
あ
る
こ
と
だ
。

川
上
源
太
郎
著
「
旅
の
思
想
」（
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所
）

に
は
「
旅
の
基
本
は
歩
く
こ
と
。
旅
は
散
歩
か
ら

始
ま
る
」
と
あ
る
。
う
な
ず
け
る
。

晴耕雨読

日
並
び
よ
し
、 旅
に
よ
し

東大阪市鷹殿町11－5－103
☎072-987-2360
営業時間：11～22時
　　　　 日曜のみ11～17時
休日：月曜日

フィーシス カフェ

枚岡
～瓢箪山商店街めぐり

楽 し い お 店 紹 介 ― ㉒

フィーシス（FEESIS）
カフェ

地
域
で
愛
さ
れ
る

癒い
や

し
の
カ
フ
ェ

　

フ
ィ
ー
シ
ス
カ
フ
ェ
。

舌
を
噛
み
そ
う
な
店
名

だ
。
店
主
の
永
井
幸
一
朗

さ
ん
（
43
）
が
、
コ
ー
ヒ

ー
と
オ
ア
シ
ス
の
ア
ル
フ

ァ
ベ
ッ
ト
文
字
を
い
ろ
い

ろ
と
組
み
合
わ
せ
て
作
っ

た
造
語
だ
と
い
う
。

　

永
井
さ
ん
は
生
ま
れ
、

育
ち
と
も
に
枚
岡
だ
。
料

理
人
の
修
業
は
天
王
寺
・

梅
田
・
心
斎
橋
の
創
作
料

理
・
カ
フ
ェ
で
15
年
に
わ

　

西
野
し
げ
る
大
阪
府
議

会
議
員
（
写
真
）
の
グ
ラ

ン
ド
・
ナ
イ
ト
が
昨
年
12

月
15
日
に
シ
ェ
ラ
ト
ン
都

ホ
テ
ル
大
阪
（
大
阪
市
天

王
寺
区
上
本
町
６
）
で
開

　

勝す
ぐ
ろ
ほ
ま
れ

呂
誉
さ
ん
と
い
う
役
者
が
い
る
。
映
画
だ
け
で
な
く
Ｔ
Ｖ
ド
ラ
マ
に
も

度
々
出
演
し
、
お
茶
の
間
の
人
気
者
だ
っ
た
時
代
が
あ
っ
た
。
こ
の
勝
呂
さ
ん

の
遠
縁
に
あ
た
る
勝
呂
崇
史
さ
ん
も
、
や
は
り
役
者

さ
ん
だ
。
た
だ
チ
ョ
イ
役
ま
で
行
か
ず
、
通
行
人
だ
っ

た
り
仕
出
し
の
エ
キ
ス
ト
ラ
レ
ベ
ル
だ
が
、
伸
び
し

ろ
は
充
分
と
見
た
。

　

勝
呂
崇
史
さ
ん
は
１
９

６
９
年
７
月
18
日
生
ま
れ

の
49
歳
。
豊
中
市
で
生
ま

れ
、
３
歳
か
ら
池
田
市
で

育
っ
た
。
金
沢
大
学
文
学

部
中
国
語
文
学
科
を
卒
業

し
て
い
る
。「
中
国
語
通

訳
士
」
の
資
格
取
得
は
国

家
試
験
に
パ
ス
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
試
験
科
目

勝
呂
崇
史 

さ
　
　
ん

インバウンド・中国人ツアーもこなす

ん
じ

き
び

「
人
引
車
」

災
害
時
対
応
の

こんな時の

必
需
品

大雨 洪水 津波 台風

共同開発

  一般社団法人災害避難研究所
マツモラ産業株式会社

津波緊急時高台避難鎖階段
逃げるんだ・登るんだ

簡単に設置できる、避難はしごの決定版

≪商品紹介≫
～色メリヤスウエス～（１ｋｇ￥350）
～混合ウエス～　　 　（１Kg￥200）
～タオルウエス～　　（１ｋｇ￥400）
～白メリヤスウエス～ 　     （１Ｋｇ￥500）

社会福祉法人ヤンググリーン
障害ワークセンター w i l l
〒 577－0023　東大阪市荒本1－４－32
ＴＥＬ：06－6789－6171
ＦＡＸ：06－6789－6172

ウエス販売

☆不用になった中古衣料やタオルから、ウエス
に適した原料だけを選別加工し商品として仕上
げました。障がいを持つ利用者が手作業で丁寧
に裁断し、梱包をしています。地球に優しく、
皆様に愛される商品を目指しています。

株
式
会
社

東
華
機
械

代
表
取
締
役　

東　

 

修 

平

Ｆ
Ａ
Ｘ　
０
６―

６
７
４
６―

６
８
４
４

 E-m
ail  azum

a.s@
donghua-sh.com

                                       

（
日
本
・
中
国
共
通
）

小ロット 機械部品加工

〒
577- 

0007 

大
阪
府
東
大
阪
市

　
　
　

 

稲
田
本
町
３―

７―

17

東
大
阪
営
業
所

無垢の家
板倉造り

http://www.tanyosha.co.jp

  ㈲   丹   陽   社
一級建築士事務所

大阪市天王寺区上本町5丁目
4-17-904  (TEL)06-6764-1956　

株
式
会
社 

山
本
ガ
ー
デ
ン

〒
五
八
二―

〇
〇
一
七  

柏
原
市
太
平
寺
二
丁
目
一
五̶

二
八

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

（
〇
七
二
）九
七
一―

五
三
七
五（
代
）

Ｆ
Ａ
Ｘ 

（
〇
七
二
）九
七
一―

五
九
〇
〇　
　

野
田
ブ
ラ
シ
工
業
株
式
会
社

代
表
取
締
役  

野
田
明
宏

八
尾
市
本
町
４

―

８

―
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〒581-0003
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

（
０
７
２
）
９
２
３―

１
６
０
７

Ｆ
Ａ
Ｘ 

（
０
７
２
）
９
９
３―

１
１
６
８

各
種
ブ
ラ
シ
製
造
・
販
売

生きる力
B６判 175頁並製本

チェルノブイリ・フクシマ
インド・マダガスカルに学ぶ

小野山 充 著

ドニエプル出版（TEL 072-926-5134）

健
康
と
笑
顔
を
つ
く
る
３
時
間

リ
ハ
ビ
リ
型
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

レ
コ
ー
ド
ブ
ッ
ク
弥
刀

東
大
阪
市
友
井
３―

３―

24  

近
鉄
弥
刀
駅
前

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
６―

４
３
０
９―

５
８
０
５

高
田
和
明

所
長・
柔
道
整
復
師

新
春 

…
経
営
者

モ
ー
ニ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー

２
０
１
９
年

世
界
は
こ
う
な
る

風
を
読
む
1⃞



東　　　 大　　　 阪 （２）（第 3 種郵便物認可） （新聞定価　月ぎめ 850円） 平成３１年１月１５日（火）

八尾市 ・ 八尾商工会議所
 東大阪商工会議所

八尾市山本町南６－２－29
TEL 072－926－5134

072－921－6893

サンコーではお客様目線に立ち、品質・施工・ご予算に無駄のないプランをご提案します。サンコーではお客様目線に立ち、品質・施工・ご予算に無駄のないプランをご提案します。

　

 物産株式会社 TEL.06-6533-1271
お問い合わせはお気軽に

本　社 〒550-0015　大阪市西区南堀江4丁目33番29号
 E-mail ： info@sankobussan.co.jp
 http://www.sankobussan.co.jp/

東京営業所 
名古屋営業所 
大阪営業所 
和歌山営業所 
福岡営業所 

キッチン・トイレ・バス・洗面のリフフォームはもちろん、畳の表替えや、外装・耐震補強など、お家のあらゆるご相談に応じます。

第 7回世界に羽ばたけ
『夢』スピーチコンテスト
支援金額：120万円

主催：一般財団法人青少年夢応援隊
協賛：株式会社サンクレスト
後援：大阪府、東大阪市
公式サイト：http://yumeouentai.com

【出場者一次選定】
　作文を基にスピーチコンテスト本選出場者 10名を選考いたします。
①公式サイトより『出場申込書』をダウンロードし、必要事項を記入
②「夢」というテーマで作文を書いていただきます。
　また、受賞した際の支援金の使途も記載ください。
　※原稿用紙（400 字詰め）にて３枚まで
　※手書き、パソコン等問わない
③応募方法：「出場申込書」と「原稿」を併せてメール又は
　郵便でお送りください。
　※「出場申込書」と「原稿」はＨＰよりダウンロード
      してください。
　※メールを送る際の件名は「スピーチコンテスト応募」
      としてください。
④送り先：郵送の場合　宛先：大阪府東大阪市南上小阪 12-42
一般財団法人青少年夢応援隊　スピーチコンテスト企画係宛
メールの場合　info@yumeouentai.com
問い合わせ☎06-6725-0511
⑤原稿締切：平成31年９月

東大阪の企業  株式会社サンクレストが応援しています

【開催趣旨】
将来の夢や目標があるが、経済的支援を必要とする
若者が自身の「夢」をテーマにスピーチを行い、
受賞者を選定、支援金権利を授与いたします。
【応募資格】
大阪在住または在学・在勤の 16歳以上 25歳までの青少年
（1994 年４月２日～ 2004 年４月１日生まれの方）

【本選開催日時】平成31年10月
　　　　　14時～17時30分
本選開催場所：大阪商業大学ユニバーシティホール蒼天
　　　　住所：大阪府東大阪市御厨栄町 4-1-10
　　　　　

２４

八尾シティーコンサート Part92 宮田大　チェロ・リサイタル

宮田大　チェロ・リサイタル
平成 31年 (2019) 年 2月 23日（土 )
14：00開演（13：30開場）
全席指定・一般：3,000 円（当日 300円増）
開館 30周年を記念して贈る八尾シティーコンサート。
プリズムホールと “同世代” の実力派・宮田大をお迎えします。
【プログラム】
Ｃ．サン＝サーンス　白鳥
Ｓ．プロコフィエフ　バレエ音楽「シンデレラ」より
　　アダージョ　op.97bis
　L．ヤナーチェク　おとぎ話
Ｏ．レスピーギ　  リュートのための古風な舞曲とアリア
　　第 3組曲　世界初演奏
Ａ．ピアソラ　ブエノスアイレスの四季　世界初演奏

　

新
し
い
年
を
迎
え
て
も
ヤ
ヌ
コ
ー
ヴ
ィ
チ
の
家

が
頭
か
ら
離
れ
な
い
。
正
確
に
言
え
ば
、
ス
ベ
ト

ラ
ー
ナ
と
行
っ
た
ヤ
ヌ
コ
ー
ヴ
ィ
チ
の
家
が
忘
れ

ら
れ
な
い
。敷
地
の
広
さ
に
驚
い
た
彼
女
の
表
情
、

黄
金
で
装
飾
さ
れ
た
部
屋
を
見
た
と
き
の
彼
女
の

瞳
、
電
気
自
動
車
が
走
る
と
な
び
い
た
彼
女
の
長

い
髪
。
一
つ
一
つ
の
シ
ー
ン
が
あ
り
あ
り
と
思
い

出
さ
れ
る
。

　

あ
れ
か
ら
彼
女
は
忙
し
く
な
り
、
ゆ
っ
く
り
話

す
機
会
が
な
い
。
昼
下
が
り
の
ほ
ん
の
少
し
の
時

間
、
ラ
ジ
オ
局
近
く
で
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
み
な
が
ら

立
ち
話
を
す
る
程
度
だ
。
立
ち
話
を
し
て
い
る
間

に
も
彼
女
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
は
し
ば
し
ば
鳴

る
。
呼
び
出
し
音
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
国
歌
だ
。

　

会
え
な
く
な
っ
て
か
ら
、
よ
り
彼
女
を
求
め
る

よ
う
に
な
り
、
ス
ベ
ト
ラ
ー
ナ
の
ラ
ジ
オ
番
組
を

聞
く
こ
と
は
日
課
に
な
っ
た
。

　

今
日
の
テ
ー
マ
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
正
教
会
の
独
立

だ
。
昨
年
か
ら

擦
っ
た
揉
ん
だ

し
て
い
た
問
題

に
よ
う
や
く
決

着
が
付
い
た
。

１
月
６
日
、
コ

ン
ス
タ
ン
チ
ノ

ー
プ
ル
総
主
教

庁
の
総
主
教
、

バ
ル
ト
ロ
メ
オ

１
世
が
ウ
ク
ラ

イ
ナ
正
教
会
の

ロ
シ
ア
正
教
会

か
ら
の
独
立
を

認
め
た
。
ポ
ロ
シ
ェ
ン
コ
大
統
領
、
年
末
新
た
に

創
設
さ
れ
た
ウ
ク
ラ
イ
ナ
正
教
会
の
エ
ピ
フ
ァ
ニ

ー
総
主
教
ら
が
ト
ル
コ
の
港
湾
都
市
イ
ス
タ
ン
ブ

ー
ル
に
足
を
運
ん
で
ト
モ
ス
（
宗
教
上
の
決
定
文

書
）
を
受
け
た
。

　

ス
ベ
ト
ラ
ー
ナ
の
解
説
は
パ
ン
チ
が
あ
り
、
聞

い
て
い
て
痺
れ
る
。

　
「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
正
教
は
、
ロ
シ
ア
正
教
会
の
管

轄
権
を
否
定
す
る
キ
エ
フ
系
と
ロ
シ
ア
正
教
会
の

傘
の
下
に
胡
坐
を
か
く
モ
ス
ク
ワ
系
に
分
裂
し

て
、
対
立
し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
日
、
キ
エ
フ
系

が
正
し
い
と
完
全
に
証
明
さ
れ
ま
し
た
。
モ
ス
ク

ワ
系
の
人
た
ち
は
、
は
や
く
ロ
シ
ア
へ
行
き
な
い

さ
い
。
そ
し
て
、
二
度
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
地
を
汚け

が

れ
た
足
で
踏
ま
な
い
で
」

　

モ
ス
ク
ワ
系
が
こ
の
ラ
ジ
オ
を
聞
い
て
い
た

ら
、「
ト
モ
ス
は
無
効
だ
」
と
顔
を
真
っ
赤
に
し

て
叫
ん
で
い
る
だ
ろ
う
。

連載小説

ウクライナを
歩く

小野元裕
117

ウクライナ正教会が独立

ウクライナ

　

新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

さ
て
、
年
末
に
引
き
続
き
、
年
末
調
整

の
話
で
す
。

　

平
成
30
年
分
の
年
末
調
整
か
ら
配
偶
者

控
除
・
配
偶
者
特

別
控
除
が
改
正
に

な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
年
末

調
整
の
用
紙
が
１

枚
増
え
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
の
用

紙
で
い
つ
も
困
る

こ
と
が
あ
る
の
で

す
。
そ
れ
は
、
書

か
れ
る
方
が
「
所

得
」
の
意
味
を
分

か
っ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
扶
養

家
族
が
い
る
と
税
金
は
安
く
な
る
の
で
す

が
、
所
得
で
い
う
と
38
万
円
以
下
な
ら
扶

養
家
族
で
す
。
さ
て
、
収
入
に
す
る
と
い

く
ら
に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

我
々
プ
ロ
は
逆
算
で
き
ま
す
が
、
ほ
と

ん
ど
の
方
が
分
か
ら
な
い
と
い
う
の
が
現

実
で
す
。
年
末
調
整
の
用
紙
の
裏
に
詳
細

に
書
き
方
が
記
載
さ
れ

て
い
る
の
で
す
が
、
こ

れ
を
読
ん
で
分
か
る
で

し
ょ
う
か
。
ま
た
、
読

ま
れ
た
こ
と
は
あ
り
ま

す
か
。
利
便
性
を
考
え

ま
す
と
扶
養
家
族
に
な

る
か
な
ら
な
い
か
は
、

ほ
と
ん
ど
が
給
与
と
年

金
を
い
く
ら
も
ら
っ
て

い
る
か
が
分
か
れ
ば
解

決
で
き
る
こ
と
が
多
い

の
で
す
。

　

そ
の
様
な
実
情
を
考
慮
し
ま
す
と
、
用

紙
に
は
「
所
得
」
と
記
載
せ
ず
に
「
収
入
」

と
し
て
、
他
の
収
入
が
あ
る
方
は
別
に
記

載
す
る
よ
う
に
す
れ
ば
、
解
決
で
き
る
か

も
知
れ
ま
せ
ん
。
毎
回
、
収
入
で
す
か
所

得
で
す
か
と
確
認
の
連
絡
を
入
れ
て
い
た

り
す
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

配
偶
者
控
除
等
の
改
正
に
よ
り
平
成
30

年
分
か
ら
、
配
偶
者
は
給
料
が
１
０
３
万

円
を
超
え
て
も
、
所
得
の
高
い
方
は
別
と

し
て
、
１
５
０
万
円
ま
で
な
ら
、
控
除
額

は
同
じ
に
な
り
ま
す
。
し
か
し
社
会
保
険

（
厚
生
年
金
加
入
者
）
の
配
偶
者
は
注
意

が
必
要
で
す
。
社
会
保
険
の
扶
養
家
族
と

な
る
収
入
の
要
件
は
、
給
与
収
入
が
１
３

０
万
円
以
下
を
目
安
と
し
て
い
ま
す
。
１

３
０
万
円
を
超
え
て
し
ま
う
と
配
偶
者
は

別
に
国
民
健
康
保
険
に
加
入
す
る
必
要
が

で
て
き
ま
す
。
こ
れ
ら
も
統
一
で
き
な
い

も
の
か
と
思
う
の
は
私
だ
け
で
し
ょ
う

か
。
財
源
の
問
題
も
あ
る
と
は
思
い
ま
す

が
、
国
民
が
理
解
し
や
す
い
法
律
の
施
行

も
考
え
た
い
も
の
で
す
。

笑う笑う
税理士

年末調整が益々ややこしい②

33

税理士 上西　知

　

チ
カ
チ
カ
と
視
界
は
断
片
的
に
広
が

り
、
消
え
る
。
そ
し
て
ま
た
、
広
が
り
、

消
え
る
。
ス
ト
ロ
ボ
を
た
い
た
よ
う
に

刹
那
的
に
昼
と
夜
が
入
れ
替
わ
る
。

　

数
々
の
グ
ラ
ス
│
テ
キ
ー
ラ
と

ジ
ャ
ッ
ク
ダ
ニ
エ
ル
と
イ
エ
ガ
ー
マ
イ

ス
タ
ー
と
マ
リ
ブ
の
空
い
た
シ
ョ
ッ
ト

グ
ラ
ス
が
カ
ウ
ン
タ
ー
に
転
が
っ
て
い

る
。
そ
れ
は
床
に
落
ち
、
砕
け
、
女
子

の
短
い
悲
鳴
と
笑
い
声
が
上
が
り
、そ
し
て
Ｅ
Ｄ
Ｍ
、

つ
ま
り
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ッ
ク
・
ダ
ン
ス
・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ

ク
の
中
に
旋
風
を
巻
い
て
溶
け
て
い
く
。

　
「
乾
杯
」
と
グ
ラ
ス
を
重
ね
る
音
、
力
強
く
、
嗚

咽
と
歓
声
、
そ
し
て
怒
号
、
脳
天
を
抜
け
る
笑
い
。

チ
カ
チ
カ
と
静
と
動
を
繰
り
返
す
光
景
。
ス
パ
ー
ク

リ
ン
グ
ワ
イ
ン
の
コ
ル
ク
が
飛
び
、
瓶
の
口
か
ら
は

祝
祭
的
な
泡
が
噴
き
こ
ぼ
れ
、
フ
ル
ー
ト
グ
ラ
ス
に

注
が
れ
る
。
テ
ー
ブ
ル
に
こ
ぼ
れ
た
発
泡
性
の
葡
萄

酒
の
ぬ
め
り
、
乾
き
、
そ
れ
は
ベ
タ
つ
き
に
変
わ
り
。

悪
魔
が
こ
ち
ら
を
見
て
二

度
微
笑
む
。

　
「
ミ
ツ
ル
！　

ミ
ツ
ル
！　

ミ
ツ
ル
！　

ミ
ツ
ル
！
」

　

掛
け
声
は
や
が
て
伝
染

し
、周
り
の
男
、女
、素
面
、

売
人
、
聖
者
、
母
親
、
芸

術
家
、
落
伍
者
、
非
現
実

の
扉
を
開
い
た
ご
く
少
数

の
一
般
的
な
人
び
と
の
声

に
交
じ
り
、
増
幅
し
、
そ

れ
は
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル

と
し
て
そ
の
空
間
に
轟
い

た
。

　

視
覚
に
思
考
が
追
い
付

か
な
い
。
言
葉
が
遅
れ
て

聞
こ
え
て
く
る
。ま
る
で
、

世
界
の
裏
側
か
ら
届
く
テ
レ
ビ
中
継
の
よ
う
だ
。

　

ビ
ア
グ
ラ
ス
に
注
が
れ
た
ウ
オ
ツ
カ
と
炭
酸
性
の

栄
養
ド
リ
ン
ク
の
混
ぜ
も
の
が
ミ
ツ
ル
の
手
に
渡
さ

れ
る
。

　
「
オ
イ
！　

オ
イ
！　

オ
イ
！　

オ
イ
！
」

　

周
り
の
声
は
次
第
に
大
き
く
、
一
つ
の
塊
と
な
っ

て
い
く
。
そ
の
現
象
は
ま
る
で
獰
猛
な
生
き
物
の
よ

う
だ
。

　
「
オ
ォ
ォ
ォ
ォ
ォ
！
」

　

ミ
ツ
ル
は
な
み
な
み
と
注
が
れ
た
ビ
ア
グ
ラ
ス
を

持
ち
上
げ
、
雄
叫
び
を
上
げ
た
。
グ
ラ
ス
か
ら
は
、

は
ば
か
る
こ
と
な
く
ド
ブ
リ
、
ぴ
し
ゃ
り
と
液
体
が

こ
ぼ
れ
る
。
も
は
や
叱
責
す
る
こ
と
は
お
ろ
か
、
誰

も
そ
の
こ
と
に
対
し
て
注
意
さ
え
払
わ
な
い
。

　

ミ
ツ
ル
は
こ
こ
に
来
て
何
杯
酒
を
飲
ん
だ
だ
ろ
う

か
。
テ
キ
ー
ラ
を
シ
ョ
ッ
ト
グ
ラ
ス
で
６
杯
空
け
た

後
の
こ
と
は
も
は
や
覚
え
て
い
な
い
。
今
現
在
、
目

の
前
で
起
き
て
い
る
こ
と
、
こ
の
景
色
も
じ
き
に
忘

れ
る
だ
ろ
う
。

　

反
骨
心
と
エ
ゴ
イ
ズ
ム
剥
き
出
し
の
一
重
瞼
の
奥

の
眼
球
は
う
っ
す
ら
と
濡
れ
て
い
る
。
赤
く
染
ま
る

顔
は
焼
け
た
だ
れ
た
ダ
ル
マ
の
よ
う
で
、
腹
の
奥
か

ら
唸
り
を
上
げ
た
そ
の
奇
怪
な
声
に
皆
は
手
を
上
げ

て
、
同
じ
よ
う
に
ミ
ツ
ル
の
勇
姿
を
迎
え
た
。

　

誰
が
ど
こ
に
い
て
、
そ
し
て
何
を
考
え
て
い
る
の

か
は
知
ら
な
い
。
む
し
ろ
ど
う
で
も
い
い
。
と
に
か

く
、
自
分
に
注
目
し
て
く
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ

け
が
ミ
ツ
ル
に
は
重
要
だ
っ
た
。
そ
し
て
そ
の
熱
い

視
線
は
そ
こ
は
か
と
な
く
心
地
良
く
、
傷
だ
ら
け
の

身
体
の
ま
ま
ザ
ブ
リ
と
湯
船
に
浸
か
っ
た
よ
う
に
、

痛
々
し
く
も
得
も
言
わ
れ
ぬ
快
楽
が
全
身
に
沁
み
わ

た
っ
た
。

　

ミ
ツ
ル
は
手
に
持
っ
た
グ
ラ
ス
に
口
を
つ
け
、
息

を
止
め
て
一
気
に
喉
の
奥
に
流
し
込
ん
だ
。

　
「
お
ぉ
ぉ
ぉ
」
と
い
う
歓
声
が
聞
こ
え
る
。
そ
れ

も
ミ
ツ
ル
の
聴
覚
に
届
い
た
そ
の
瞬
間
か
ら
、
ゆ
っ

く
り
と
消
え
て
い
っ
た
。

　

永
遠
の
よ
う
に
長
い
旅
路
だ
っ
た
。
グ
ラ
ス
の
中

の
酒
は
な
く
な
る
こ
と
は
な
い
よ
う
に
思
え
た
。
途

中
、
胃
か
ら
何
か
が
込
み
上
げ
、
喉
元
に
酸
っ
ぱ
い

も
の
を
感
じ
た
。
目
を
瞑
る
と
涙
が
溢
れ
た
。
毛
髪

の
薄
い
ミ
ツ
ル
と
い
う
名
の
青
年
は
、
そ
れ
さ
え
も

飲
み
込
ん
だ
。
魂
を
こ
の

身
に
留
ま
ら
せ
る
よ
う

に
。
そ
し
て
そ
れ
は
、
こ

の
渾
沌
と
し
た
景
色
と
共

に
。
全
て
を
終
わ
ら
せ
る

に
は
こ
の
悪
魔
的
に
煌
び

や
か
な
揺
ら
め
き
を
見
せ

る
こ
の
液
体
を
飲
み
干
す

し
か
方
法
は
な
い
。

　

時
間
が
止
ま
っ
た
よ
う

な
静
け
さ
で
満
た
さ
れ

る
。
目
に
映
る
光
景
は
涙

で
霞
み
、
鈍
く
揺
れ
る
。

瞼
を
閉
じ
よ
う
が
眼
球
は

真
っ
白
な
光
を
脳
内
に
映

し
出
し
、
残
響
の
如
く
大

き
な
揺
れ
を
作
り
出
す
。

グ
ラ
ス
が
軽
く
な
っ
て
い
く
こ
と
だ
け
が
頼
り
だ
っ

た
。
手
の
ひ
ら
一
点
に
集
中
し
た
。
そ
う
し
な
け
れ

ば
、
穴
と
い
う
穴
か
ら
全
て
が
噴
き
出
し
て
し
ま
い

そ
う
だ
っ
た
。
液
体
だ
け
で
な
く
、
暴
力
的
な
何
か

や
、
陰
湿
的
な
何
か
や
、
性
欲
的
な
何
か
や
、
群
青

色
の
何
か
ま
で
も
。

　

そ
し
て
時
が
来
た
。

　

空
に
な
っ
た
グ
ラ
ス
を
カ
ウ
ン
タ
ー
に
叩
き
つ
け

た
時
、
拍
手
と
驚
嘆
の
声
と
笑
い
が
起
き
た
。
視
界

が
ぐ
ら
つ
く
。
意
識
は
も
は
や
ミ
ツ
ル
自
身
に
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
は
で
き
な
く
な
っ
て
い
た
。
ハ

ウ
ス
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
が
分
厚
い
壁
の
向
こ
う
側
で
聞

こ
え
る
。
チ
カ
チ
カ
と
た
か
れ
た
ス
ト
ロ
ボ
は
間
隔

が
大
き
く
開
き
は
じ
め
る
。
真
っ
暗
闇
の

時
間
が
長
い
。
皆
が
自
分
の
こ
と
を
見
て

い
る
よ
う
な
気
が
す
る
。
そ
れ
で
い
い
。

そ
れ
こ
そ
が
ミ
ツ
ル
と
い
う
一
人
の
人

間
が
そ
こ
に
存
在
し
て
い
る
証
と
な
る
。

　

ミ
ツ
ル
は
現
実
と
幻
の
挟
間
、
そ
の
深

い
谷
底
へ
と
、
ゆ
っ
く
り
と
落
ち
て
い
っ

た
。

近八尾行進曲

次
回
（
２
月
15
日
付
）
に
続
く

近八尾行進曲

連載小説③

嶋
津 

亮
太
（
八
尾
市
在
住
の
小
説
家
）

北朝鮮帰国者の生命と
人権を守る会 特別インタビュー①

　

昨
年
12
月
８
日
、
山
田
医
院
（
八
尾
市
山
本
町
１

―
14
）
に
て
「
北
朝
鮮
帰
国
者
の
生
命
と
人
権
を
守

る
会
」（
以
下
、
守
る
会
）
の
忘
年
会
が
開
か
れ
た
。

そ
こ
で
、
山
田
文
明
代
表
（
70
）
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

を
行
っ
た
。 

（
嶋
津
亮
太
）

　
「
北
朝
鮮
帰
国
者
の
生
命

と
人
権
を
守
る
会
は
１
９

９
４
年
２
月
に
発
足
さ
れ

た
も
の
で
、
私
が
参
加
し

た
の
は
翌
年
か
ら
で
す
」

　

山
田
代
表
が
北
朝
鮮
に

関
心
を
抱
い
た

き
っ
か
け
は
、
１

９
８
３
年
（
高
校

時
代
）
に
起
き
た
ア
ウ
ン

サ
ン
廟
爆
破
事
件
、
そ
し

て
１
９
８
７
年
に
起
き
た

大
韓
航
空
機
爆
破
事
件
。

北
朝
鮮
の
工
作
員
に
よ
る

犯
行
に
よ
っ
て
世
間
を
騒

が
せ
た
事
件
だ
。

　

大
韓
航
空
機
爆
破
の
犯

人
で
あ
る
キ
ム
・
ヒ
ョ
ン

ヒ
の
著
書
を
読
み
、
よ
り

強
く
北
朝
鮮
と
い
う
ミ
ス

テ
リ
ア
ス
な
国
に
興
味
を

掻
き
立
て
ら
れ
た
。

　
「
な
ぜ
、
あ
の
よ
う
な

こ
と
を
し
て
い
る
の
だ
ろ

う
？
」

　

高
校
時
代
の
記
憶
の
中

で
、
在
日
朝
鮮
人
の
帰
還

事
業
（
北
朝
鮮
へ
の
帰
国

事
業
）
の
こ
と
を
思
い
出

し
、「
彼
（
彼
女
）
ら
は

今
、
ど
う
し
て
い
る
の
だ

ろ
う
？
」
と
い
う
疑
問
を

抱
き
な
が
ら
、
様
々
な
文

献
を
読
み
漁
っ
た
。

　
「
東
京
で
守
る
会
が
で

き
た
と
い
う
こ
と
で
加
入

し
、
大
阪
で
も
取
り
組
み

を
始
め
ま
し
た
」

　

日
本
に
来
た
脱
北
者
の

安
全
に
つ
い
て
は
、
特
別

な
対
策
が
あ
る
わ
け
で
は

な
い
。
つ
ま
り
、
彼
ら
の

安
全
性
は
日
本
社
会
の
治

安
状
態
次
第
と
い
う
と
こ

ろ
だ
。
彼
ら
（
脱
北
者
）

が
最
も
警
戒
し
て
い
る

の
は
朝
鮮
総
連
だ
。
し

か
し
、
そ
の
勢
力
も
衰

退
の
途
を
辿
っ
て
い
る
。

　
「
確
か
に
90
年
代
当
時

は
、
私
た
ち
の
集
会
に
朝

鮮
総
連
が
突
入
し
て
き

て
、
脱
北
者
を
連
れ
去
ら

れ
る
と
い
う
こ
と
も
あ
り

ま
し
た
。
今
は
も
う
、
そ

の
よ
う
な
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
」 

（
つ
づ
く
）

八尾市・八尾商工会議所の年賀交礼会

東大阪商工会議所の新年賀会で恒例の鏡割り

田
中
誠
太
八
尾
市
長 

２
０
１
９
年
の
抱
負

新 春
インタビュー

　

八
尾
市
（
田
中
誠
太

市
長
）・
八
尾
商
工
会
議

所
（
池
尻
誠
会
頭
）
の
年

賀
交
礼
会
が
１
月
６
日
に

八
尾
市
役
所
１
階
（
八
尾

市
本
町
１
）
で
開
か
れ
、

地
域
の
名
士
ら
が
集
い
、

祝
っ
た
。
今
年
は
セ
キ
ュ

「
み
せ
る
ば
や
お
」 の
存
在
意
義

　
「
見
せ
る
場
八
尾
」
を
ひ
ら
が
な
で
表
し
た
ネ
ー

ミ
ン
グ
は
、
上
手
な
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
だ
。
近
鉄

八
尾
駅
前
リ
ノ
ア
ス
８
Ｆ
「
み
せ
る
ば
や
お
」
で
は

会
員
企
業
が
様
々
な
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
、

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
楽
し
み
な
が
ら
「
モ
ノ
づ
く

り
」
体
験
が
で
き
る
。
特
に
子
ど
も
達
が
技
術
や
製

品
を
学
ぶ
場
に
し
た
い
と
考
え
、
開
催
日
は
木
曜
・

土
曜
・
日
曜
を
基
本
と
し
て
い
る
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
は

電
気
の
実
験
・
和
紙
の
ラ
ン
プ
作
り
・
ア
ロ
マ
の
バ

ス
ボ
ム
作
り
・
ア
ク
リ
ル
製
品
作
り
・
プ
ロ
グ
ラ
ミ

ン
グ
教
室
等
々
多
彩
な
内
容
だ
。
２
０
１
８
年
８
月

の
オ
ー
プ
ン
時
に
参
加
企
業
35
社
で
キ
ッ
ク
オ
フ
、

現
在
は
90
社
を
超
え
る
企
業
が
参
加
し
て
い
る
。
更

に
４
０
０
社
を
目
標
に
会
員
企
業
の
拡
大
を
目
指
し

て
い
る
。

　

株
式
会
社
藤
原
電
子
工
業
の
藤
原
義
春
社
長
を
中

心
に
若
手
経
営
者
が
集
い
、
八
尾
な
ら
で
は
の
「
モ

ノ
づ
く
り
」
情
報
発
信
に
努
め
て
い
る
。

ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
発
掘
フ
ェ
ア

　

発
掘
フ
ェ
ア
は
モ
ノ
づ
く
り
企
業
を
中
心
と
し
た

総
合
展
示
商
談
会
で
あ
り
、
昭
和
24
年
の
「
第
１
回

八
尾
商
工
祭
」
を
起
源
と
し
て
い
る
。
大
阪
府
内
の

企
業
を
中
心
と
し
た
展
示
商
談
会
で
あ
り
、
昨
年
11

月
・
マ
イ
ド
ー
ム
お
お
さ
か
の
フ
ェ
ア
に
は
八
尾
企

業
82
社
を
メ
ー
ン
に
１
９
５
社
・
団
体
が
出
展
し
、

活
発
な
商
談
が
進
め
ら
れ
た
。

医
工
連
携
事
業
の
推
進

　

医
療
介
護
機
器
分
野
へ
の
参
入
支
援
事
業
を
平
成

27
年
に
、
キ
ッ
ク
オ
フ
セ
ミ
ナ
ー
「
八
尾
モ
ノ
づ
く
り

Ｘ
医
療
・
介
護
分
野
」
を
開
催
し
ス
タ
ー
ト
し
て
い
る
。

　

平
成
30
年
３
月
に
医
工
連
携
事
業
成
果
発
表
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
、「
医
療
機
器
製
造
業
登
録
」
業
者
を

中
心
と
し
た
13
社
が
参
加
。
病
院
看
護
師
と
共
同
開

発
し
た
ナ
ー
ス
カ
ー
ト
や
放
射
線
投
射
装
置
・
補
助

用
具
の
商
品
化
の
実
例
が
紹
介
さ
れ
た
。

モ
ノ
づ
く
り
の
八
尾

　

モ
ノ
づ
く
り
の
代
名
詞
・
東
大
阪
市
は
製
造
業
６
、

３
０
０
社
超
、
製
造
品
出
荷
額
（
平
成
26
年
調
べ
）

１
兆
３
３
２
億
円
。
対
し
て
八
尾
市
は
３
、
０
０
０

社
超
、（
同
26
年
調
べ
）
９
、
７
４
８
億
円
で
あ
り
、

コ
ス
ト
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
は
い
い
勝
負
だ
。

　

創
業
支
援
計
画
で
は
様
々
な
支
援
プ
ラ
ン
を
用
意

し
て
い
る
。「
創
業
ス
ク
ー
ル
」
も
そ
の
ひ
と
つ
だ
。

八
尾
市
内
で
の
創
業
者
を
対
象
に
、
会
計
や
税
務
・

法
務
等
の
基
礎
知
識
や
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
作
成
の
支

援
を
行
い
、
近
畿
大
阪
銀
行
が
支
援
機
関
と
し
て

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
い
る
。

２
０
１
９
年
を
迎
え
て
の
思
い

　

モ
ッ
ト
ー
は
「
ま
ち
は
ヒ
ト
、
や
お
は
ヒ
ト
」。
人

を
大
切
に
、
子
ど
も
達
の
成
長
を
見
守
り
、
人
材
育

成
に
努
め
て
次
世
代
へ
の
礎
を
築
い
て
い
き
た
い
。

リ
テ
ィ
ー
の
問
題
で
会
場

を
八
尾
市
立
総
合
体
育
館

ウ
イ
ン
グ
か
ら
急
遽
変
更

し
た
。

　

東
大
阪
商
工
会
議
所

（
嶋
田
亘
会
頭
）
の
新
年

賀
会
は
１
日
７
日
に
東
大

阪
商
工
会
議
所
別
館
（
東

大
阪
市
永
和
１
）
で
開
か

れ
た
。
年
男
が
新
年
を

祝
っ
て
恒
例
の
鏡
割
り
を

し
た
。

　

本
年
は
統
一
地
方
選

挙
、
元
号
改
正
、
大
阪
で

の
Ｇ
20
サ
ミ
ッ
ト
が
あ

り
、
両
会
場
と
も
例
年
に

な
い
緊
張
感
に
包
ま
れ
て

い
た
。

年賀交礼会
新年賀会

新
春
を
寿
ぐ

山
田
文
明
代
表
に
聞
く

音
楽
あ
り
焼
き
肉
あ
り
の
和
や
か
な
忘
年
会
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